
Fig. 1 Densities of molten Ga2O3 as a 

function of temperature. 
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【研究背景】高い絶縁破壊耐圧を有する酸化ガリウム（Ga2O3）は次世代パワー半導体デバイス材

料として注目されている。特に、型酸化ガリウム（-Ga2O3）は融液成長法によるバルク結晶成

長が可能であるため、高品質かつ安価な単結晶基板の作製が期待できる。今後、結晶の大口径化・

高品質化の実現には、数値シミュレーションを活用した結晶成長条件の最適化が求められる。し

かし、酸化ガリウムは高融点かつ化学的活性が高い材料であるため、従来の測定方法では数値シ

ミュレーションに必要な融液物性値の取得は困難であり、その報告例は少ない [1]。この課題を解

決するために、微小重力環境である国際宇宙ステーション「きぼう」内の静電浮遊炉を利用し、

酸化ガリウムの融液物性値（融液密度、表面張力、粘性係数）の取得に成功したので報告する。 

【実験方法と結果】国際宇宙ステーション内に設置された静電浮遊炉内の対向電極間に高電圧を

印加し、その中心に球状酸化ガリウム試料を静電力によって浮遊させた。試料に半導体レーザ（波

長 980nm）を照射し、試料の溶融を行った。浮遊中の溶融試料の画像データから試料体積を求め、

溶融実験終了後に秤量した試料の質量から融液密度を得た。また、試料の表面張力と粘性係数の

測定には液滴振動法を用いた。尚、本実験は 2 気圧の空気中で行い、試料温度は放射温度計を用

いて測定した。図 1に 1728℃～1901℃の温度領域での酸化ガリウム融液密度の温度 T依存性を

示す。図から融点（T = 1793℃）[2]以下においても広い

温度範囲で融液密度が得られたことがわかる。これは、

本実験が無容器溶融条件下で溶融されているため、融体

の核形成が生じ難く、広い温度範囲で過冷却状態を維持

できたことに起因する。融液密度の温度依存性は

(T)=5807.7−0.4478T [kg/m3]と近似でき、融点（T = 

1793℃）における融液密度は 5004.8 kg/m3と推定される。

また、浮遊溶融試料の液滴振動の共振周波数と振動の減

衰時定数を解析した結果、1955℃における酸化ガリウム

融体の表面張力は 337.0 mN/m、粘性係数は 13.6 mPa·sと

いう値を得た。【参考文献】[1] D. B. Dingwell, J. Am. Ceram. 

Soc., 75, 6, 1656 (1992) . [2] K. Hoshikawa et al., J. Cryst. Growth, 447, 36 (2016) . 
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